
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乾燥耐性を持たせた花壇用花苗の生産と普及 
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１ はじめに 

 私たちは農業高校の草花という授業で花壇用の花苗を栽培していま

す。マリーゴールドやベゴニア・センパフローレンス、サルビア、ペチ

ュニア、メランポジウムの種をセルトレイに播き、大きくなったらポッ

トに移植します（図１）。この期間の栽培管理は潅水が主となります。

私たちは授業の観察後や放課後、ハウスで販売実習に向けて栽培管理を

続けてきました。今年は春の天候不順が収まらず、なかなか花が咲かず

に心配しました。しかしながら、販売実習のときにはきれいな花を咲か

せ、無事出荷することができました。 

 

２ 研究の背景 

 きっかけは、花壇花を代表して購入される農家さんの相談です。本校

の花壇花は多くの地域団体の皆さんに購入いただいています。青森県中

南地域では、酷暑による干ばつでリンゴやコメの収穫量が減るなどの多

大な被害を受けています。そのため農家の皆さんは畑の潅水管理に気を

配り、花壇まで手が回らないというのです。「枯れた花を雑草が覆ってし

まう。いい手はないか」と相談を受けました。 

 私たちはこの地域の高温乾燥の現状を正しく捉えるため、気象庁デー

タベースから過去１０年間の日照時間、降水量、気温を調査しました。対

象月は花壇定植が終わり根の活着が進む７月にしました。また、学校の

ある平川市にはアメダス観測地点が無いため、隣の黒石市を参考にしま

した。 

その結果、日平均気温は１０年間で３．８℃も上昇していることがわ

かりました。更にはこの期間のうち、５度の

降雨不足による干ばつが同時に起こってい

ることもわかりました（図２）。 

この結果から私たちは、高温傾向や日射量

の増加による影響に加え、渇水年の過乾燥が

花壇を枯らす大きな原因になっているとい

うことがわかりました。私たちは花壇花を育

て届ける高校生として、乾燥に耐性を持った

花苗を地域に提供したいと考え、先行研究調

査を開始しました。 

 

３ 先行研究調査 

 私たちは課題研究の授業で、みどりの食料システム戦略で活用が提唱されているバイオスティミュラントに注

目しました。これは生物刺激剤とも呼ばれ、植物のストレス耐性を向上させて栄養吸収を助ける効果があるとい

われている農業資材です。 

私たちは調査の結果、科学技術振興機構（ＪＳＴ）と理化学研究所が２０１７年６月に発表した研究成果に辿り

着きました。シロイナズナという植物を用いて、今まで知られていた植物の乾燥耐性の仕組みとは異なる、「ヒス

トン脱アセチル化酵素（ＨＤＡ６）」というタンパク質が植物の乾燥耐性獲得において重要な役割を果たしている

ことを知りました。i 

表１）令和７年度販売先一覧 
販売先分類 申込団体（数） 

こども園 9 

自治体 4 

公的機関 4 

民間団体 19 

小学校 16 

中学校 8 

高等学校 2 

特別支援学校 2 

合計 64 

図２）青森県黒石市 
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図１）栽培管理（移植）のようす 



 通常ＨＤＡ６は植物のＤＮＡをまとめる働きをし

ています。そのなかでＰＤＣ１（ピルビン酸デカルボ

キシラーゼ）という酢酸生合成遺伝子のはたらきも抑

えています。しかし、乾燥状態になるとＨＤＡ６が離

れ、グルコースが解糖されて積極的に酢酸が作り出さ

れるようになります（表２）。乾燥時に合成された酢酸

は、植物の傷害応答に関する植物ホルモン「ジャスモ

ン酸（Ｃ１２Ｈ１８Ｏ３）」の合成とシグナル伝達を促進

します。植物はこの働きによって蒸散量を抑え、乾燥

に耐える力を高めるのですii。さらには５００倍に希

釈した酢酸液を根から直接吸収（底面給水）させるこ

とで、上記と同等の乾燥耐性を発言する効果があるこ

とも発表されていました。iii 

しかし、私たちが研究対象としている花壇用花苗を

用いた実験成果の事例を見つけることはできません

でした。そこで私たちは酢酸が花壇用花苗に対してバイオスティミュラ

ント効果を発揮するのではないかと考えました。研究仮説は「酢酸液を

底面給水することで、乾燥耐性を持った花苗を生産することができるの

ではないか」としました。 

さらには高校生や地域の人でも再現できるよう、安易に手に入れるこ

とができる「穀物酢（酢酸）」と、学校が立地する平川市にある醸造所が

製造する「りんご酢（リンゴ酸）」を使い、利用方法が書かれた書籍ivも参

考にしながら基礎試験をすることにしました（図３）。 

 

４ 基礎研究 

（１）乾燥耐性試験１ 底面給水期間中の溶液量の変化 

私たちは先行研究を参考に、仮説検証に向けて

花苗に対して酢酸液を底面給水させる乾燥耐性試

験を実施しました。試験品種はベゴニア・センパ

フローレンスです。 

私たちは研究条件を整えるため、試験場所は草

花温室としました。花苗１株につき１枚のポリ袋

に入れ、水または５００倍に希釈した酢酸液２０

０ｍｌを入れました。また、酢酸液の底面給水効果と酢酸液の葉面散

布効果が同等かどうかを調べるための試験区も設定しました。これを

各区１０株ずつ準備しました（表３）。調査期間は２０２５年５月９日

から５月１６日までとして、１日ごとの減水量平均値（ｍｌ）の合計値

で蒸散量および蒸発量の変化を確認することにしました。 

 まず、対照区の結果です。調査期間９日間で蒸散・蒸発した量は１３

１．９ｍｌあることがわかりました。この値を基本に、各試験区の結果

と比較します（表４）。 

 試験区１は水を底面給水させ、酢酸液（穀物酢）を手動スプレーで要

表２）植物乾燥時の酢酸発生メカニズム 

a. グルコースを分解する（解糖系） 

グルコース→2 ピルビン酸 

(C6H12O6)   (CH3COCOOH) 

 

b. ピルビン酸からアセトアルデヒドを合成する 

ピルビン酸→アセトアルデヒド+二酸化炭素 

(CH3COCOOH)   (CH3CHO)    （CO2） 

※ピルビン酸デカルボキシラーゼ/PDC1の働きによる 

 

c. アセトアルデヒドから酢酸を合成する 

アセトアルデヒド+水→ 酢酸 

(CH3CHO)  (O2) (CH3COOH) 

※アルデヒド脱水素酵素/ALDH2B7の働きによる 

表３）対照区・試験区の設定 

 対照区 試験区１ 試験区２ 試験区３ 

底面給水 水 水 
穀物酢 

500倍液 

リンゴ酢 

500倍液 

葉面散布 なし 
穀物酢

500倍液 
なし なし 

 

図３）対照区・試験区の調査 

 

図３）リンゴ酢 計測のようす 



面散布した区です。スプレー散布量は

１回につき平均約３ｍｌ（３プッシュ）

でした。試験区１における調査期間の

蒸散・蒸発した量は１１３．７ｍｌでし

た。対照区と比較した場合、要面散布に

より１８．２ｍｌ（抑制率１３．８％）

の蒸散・蒸発を抑えることができまし

た。 

 試験区２は穀物酢５００倍液を底面

給水させた区です。葉面散布はありま

せん。調査期間の蒸散・蒸発した量は１１４．４ｍｌでした。対照区と比較した場合１７．５ｍｌ（抑制率１３．

３％）の蒸散・蒸発を抑えることができました。 

 試験区３はりんご酢５００倍液を底面給水させた区です。葉面散布はありません。調査期間の蒸散・蒸発した量

は１００．２ｍｌでした。対照区と比較した場合３１．７ｍｌ（抑制率２４．３％）となり、試験区１や２と比較

して約２倍の蒸散・蒸発量を抑えることができました。 

 私たちは次の試験に向けてビニール袋から株を取り出し、無潅水による人工的な乾燥状態下（以降、乾燥処理）

で管理しました。 

（２）乾燥耐性試験２ 底面給水後の乾燥耐性付与 

 乾燥処理は５月１６日から６月３日まで、各区全株を同じ環

境条件で行いました。調査日は５月２０日、５月２７日、６月

３日として、土壌水分計（藤原産業（株）製、ＳＫＳ－３）で

計測しながら生育の様子を確認しました。 

乾燥耐性の結果です。対照区と試験区１（葉面散布区）の株

は、５月２０日の段階で成長が止まりました。そして５月２７

日に試験区２の成長が止まり、６月３日に試験区３の成長が止

まりました。つまりリンゴ酢につけたのちに乾燥処理をした花

壇用花苗は、土壌が乾燥した状態で１９日も成長を続けたこと

がわかりました。 

（３）乾燥耐性試験３ 多品種における底面給水処理と乾燥耐性付与の調査 

 私たちは（１）（２）の成果をもとにサルビ

ア、ペチュニア、メランポジウム、マリーゴ

ールドでも底面給水によるリンゴ酢処理を各

１０株ずつ行いました。今回の処理時間は金

ら（２０１７）の研究を参考に、５００倍液

のリンゴ酢液に２４時間浸水しました。処理

後は（２）の試験同様上部潅水を行わない期

間を１週間設け、その変化を記録しました。

また、対照区として水のみを浸水させた花苗

も準備しました。 

はじめリンゴ酢につけたサルビアは、当日しおれてしまいました。花の品種により効果が異なるのかとも考え

ましたが、翌日は元気に葉を広げ、成長を続けました。１週間経過した結果を比較すると、リンゴ酢処理をしたす

べての花壇用花苗で優れた乾燥耐性効果を発揮することを確認することができました。（図５） 

図４）乾燥耐性試験の結果（左から対照区、 

試験区１、試験区２、試験区３） 

 

図５）リンゴ酢処理区（右）・無処理区（左）の１週間無潅水

後のようす（左からサルビア、ペチュニア、メランポジウ

ム） 

表４）乾燥耐性試験結果の比較 
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（４）基礎研究における今後の課題 

 基礎研究では出荷サイズを満たした花苗に乾燥耐性を持たせること

ができることがわかりました。しかし課題も生まれました。それは出荷

直前の花壇用花苗すべてにリンゴ酢処理をすることが困難なことです。 

今年度私たちは、地域の６４団体に対し、２２，１０６個の花苗を販

売（表５）し、１９１万５１０円の収益を上げています。令和８年度は

市内外の花壇すべてに乾燥耐性を付けた花苗を提供するためには、直径

１０．５ｃｍの２万鉢の株すべてに底面給水しなくてはなりません。こ

の処理実現には施設も設備も人手も足りず、現実的ではありません。 

そこで私たちは現在、幼苗期での酢酸底面給水処理に着手し始めまし

た。目的は生育初期に乾燥耐性付与した花壇用花苗栽培の可能性を明ら

かにすることです。さらなる仮説の検証に向け、今後も栽培管理に取り

組んでいきたいと考えています。 

 

５ 普及活動 

 私たちは乾燥耐性を用いた花苗を使い、乾燥に強い花苗を使って花壇づく

りを楽しむことができることを発信したいと考えました。現在は、以下の２

活動に取り組んでいます。 

（１）自治体や企業と連携した乾燥耐性付与花苗の活用 

 私たちは学校がある平川市市役所に協力を求め、市役所の花壇に乾燥耐性

を持ったベゴニアを植え付けました（図６）。これにより市民に広く活動を

周知することができました。 

また、東日本高速道路株式会社青森支店・高城こども園と連携し、東日本

高速道路「津軽サービスエリア（下り線）」の花壇作成にも取り組みました。

ここではリンゴ酢処理をしたペチュニアを持参し、園児や道路管理者の皆さ

んと協力しながら花壇づくりをすることができました（図７）。 

これらの活動は市役所広報や各種メディアに取り上げられました。その結

果、地域から「近年の高温乾燥しているなかでも、熱中症に気を付けながら

花壇を楽しむことができる」や「枯らしてしまうのが怖くて花をあまり育て

なかったけど、これならやってみたい」などという声が届くなどの反響があ

りました。 

（２）第１回“きらぴか”ガーデニングフォトコンテストの企画運営 

 私たちは研究成果をもとに、枯れにくい花壇で景観や手入れを楽しむこと

ができることを地域に発信したいと考えました。しかし、草花の授業では可

処分所得が多くない世帯ほど１年に花を購入する回数が低いということも

学んでいます。現代の子どもたちにとって、潅水や手入れをしてきれいな花

を咲かせるという経験はもはや当たり前ではないのです。 

そこで私たちは協議を重ね、家庭や農家が作る花壇ではなく、地域の子ど

もが通うこども園・小学校の花壇を対象にしたフォトコンテストを企画・運

営することにしました。教育機関であれば、学校花壇やいきもの係の活動な

どを通して花を育てていると考えたからです。そして地域で暮らす子どもか

ら大人まで、どこでどのような花壇があるのかを共有します。私たちは先生

表５）令和７年度販売実績 
花苗（色） 申込数（個） 

ベゴニア（赤） 4,028 

ベゴニア（白） 3,730 

ベゴニア（桃） 3,386 

ペチュニア（複） 2,097 

メランポジウム（黄） 962 

マリーゴールド（黄） 3,075 

マリーゴールド（橙） 1,913 

サルビア（赤） 1,518 

サルビア（青） 1,397 

合計 22,106 

 

図６）平川市と連携した花苗定

植活動 

 
図７）ＮＥＸＣＯ東日本等と連

携した花苗定植活動 

 

図８）第１回“きらぴか”ガー

デニングフォトコンテスト開催 



に相談しながらパソコンやタブレット端末を使って要綱とポスター（図８）を作成し、平川市から後援をいただき

ました。 

募集期間は令和７年７月から８月までです。私たちが審査を行い、結果発表を９月に行います。最優秀賞の景品

は私たちが栽培管理する卒業式用のアザレアです。これにリンゴ酢処理を施し、私たちの研究成果も同時に発信

していきます。 

（３）普及活動における今後の課題 

 普及の鍵は再現性にあると考えています。私たちが取り組む研究は身近な調味料であるリンゴ酢を使ったもの

です。もし本校で栽培した乾燥耐性を持った花壇用花苗でなくても、自ら処理をして同等の効果を得られるよう

にしなくてはなりません。 

そのため私たちはリンゴ酢醸造メーカーに相談しながら、リンゴ酢が持つ乾燥耐性について更なる調査を重ね

ます。そしてＳＤＧｓの視点から、食用として適さないリンゴ酢（Ｂ級品、製造ロットの残量分など）を廃棄せず

に活用する方法についても模索していきたいと考えています。 

  

６ さいごに 

私たちの研究は今年度から始まりました（図９）。農林水産省が推し進めるみどりの食料システム戦略は、農産

物生産におけるバイオスティミュラント資材の活用をねらった取

組が多数紹介されています。しかし、人々の心を癒す花壇用花苗に

向けた活用方針の記載はありません。 

花壇のレイアウトを考えながら花苗を植え付け、手入れを続ける

ことで美しく育った花壇は、人々の生活に潤いをもたらすことがで

きます。農家の困り感から始まった私たちの研究活動は、その克服

と同時に、地域で暮らす人々の幸せに貢献する活動へと進化してい

ます。このことから私たちは本研究が人々の幸福感（Ｗｅｌｌ－Ｂ

ｅｉｎｇ）に貢献することができると信じて活動を続けます。 
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７－６９）」日本農芸化学会 
iv 農山漁村文化協会（２０２４）「農家が教える酢とことん活用術ｐ５３－６９」農山漁村文化協会 

 
図９）研究活動のようす 


